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対話劇で学ぶための戯曲⽣成AIエージェントの作成



Dコースの取り組み
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AIエージェントの作成



背景と問題意識
• 普段のAI利⽤で，出⼒内容を階層構造に落とし込み，
わかりやすさを無理に演出しようとする場⾯に遭遇
• しかし，複雑なものをそのまま受け⼊れて悩むことが，
中⻑期的に⾒れば⼤事であることも多い
• 「わかりあえなさ」をも直観的に理解した上で知ろうとす
ることで初めて，それを問うことの意義が⽣じることはま
まある
• つまり，Open-Endedな気づきを得られる応答をしてほしい
とき，その期待に応えられるAIエージェントがあると嬉しい

▶たとえば，平和とは何か、個⼈と国の関係とは、技術と⼼
の豊かさの関係といった、⽇常から地球⼤の課題までの問い
かけに対し，真摯に対応できるエージェントの作成を⽬論む
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AIエージェントの機能
• 3~5名の登場⼈物による対話劇の戯曲を出⼒
• 登場⼈物には⼈物名や⼈間関係，職業や専攻といった
メタデータを細かく設定し，リアルな⽂脈を持たせる
• メタデータも戯曲とともに出⼒
• 対話劇のシーンは，家庭内や⼤学構内
• エージェントを使うユーザに寄り添うために，素直に
「わからない」と⾔えるような⼈物を必ず登場させ，
戯曲を読む中でその対話に参加できるようにする
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デモ画像1/3 - メタデータ
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デモ画像2/3 – 戯曲
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デモ画像3/3 – 締めとメッセージ
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デモ画像 – 注⽬発⾔その１
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デモ画像 – 注⽬発⾔その２
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Copilotに登録したナレッジ
• 戯曲デジタルアーカイブにアップロードされている実際
複数の戯曲
• 近頃，同じような動機と問題意識でつくってみたことの
ある⾃作の戯曲
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気づきと考え
• ⼤学構内劇においては学術⽤語が多く登場しすぎる
• 戦後の思想家である丸⼭真男の論考をナレッジに⼊れ込
むと，影響されすぎている様⼦
• 今回は，出⼒の内容の癖を治そうとしたときに登録した
ナレッジを減らしていった
• そのため，今後の展望としては，思い切りの量をナレッ
ジに登録することで、戯曲の変に固定化された癖を平準
化したい
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エージェント設計思想の参考⽂献
• 『未来をつくることば』，ドミニク・チェン 著
• 『対話のためのレッスン』，平⽥オリザ 著
• 『君のお⾦は誰のため』，⽥内学 著
• 『はじめての短歌』，穂村弘 著
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